
部下、後輩に仕事を正しく教える力を習得する

ティーチング研修提案書
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対象 管理職、監督職、OJT担当など育成に関わる人

テーマ 部下、後輩に仕事を正しく教えるティーチング力を身につける

目的
指導者が持っている知識、技術を部下、後輩に正しく確実に「教える」ティーチングについて、流れやポイントを確認し、
理解を深める。また、演習を交えながら、ティーチングで活用するスキルを学ぶ。

コース 1日（10:00 － 17:00)

概要

１．指導育成の原理原則
２．ティーチング理解
３．ティーチングスキル「傾聴スキル」
４．ティーチングスキル「伝えるスキル」
５．ティーチングスキル「質問スキル」

特長
・各単元ごとに落とし込みの時間を設けており、現場で翌日から実践できる準備が研修中に整います。
・個人、グループで考える機会の多い研修です。

期待効果
１．人材育成における本質的な理解が進みます。
２．ティーチングの役割と具体的な手法を体系立てて理解できます。
３．ティーチングスキルについて様々なワークを行うことで、実践に向けた自身の課題認識につながります。

ティーチング研修 概要
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内容

１

【指導育成の原理原則】
◆常に意識しておくこと
◆相手理解（個人ワーク、グループ共有）
◆成長ステージという考え方
◆コミュニケーション時の注意
◆現場・自身への落とし込み

２

【ティーチング理解】
◆ティーチングとコーチングの違い
◆ティーチング意識ポイント ①双方のストレス軽減 ②迷わせない ③理解度確認
◆現場・自身への落とし込み

３

【ティーチングスキル「傾聴スキル」】
◆傾聴とは、3原則
◆3原則を邪魔する要因と対策
◆傾聴姿勢と傾聴技法
◆現場・自身への落とし込み

４

【ティーチングスキル「伝えるスキル」】
◆伝えるスキル（EQ、肯定表現）
◆伝え方の流れとフィードバック
◆ティーチングステップを活用した伝えるスキルトレーニング（ペアワーク）
◆現場・自身への落とし込み

５

【ティーチングスキル「質問スキル」】
◆質問の意義と種類
◆質問の役割1：考えるトレーニング
◆質問の役割2：視点の切り替え、行動促進
◆質問置き換えワーク（個人、グループワーク）
◆現場・自身への落とし込み

ティーチング研修 カリキュラム
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1.指導育成の原理原則

ティーチングを有効に行うための育成の本質、原理
原則の確認

2.ティーチング理解

コーチングとの違い、ティーチングを実施するため
の意識ポイントについて確認

3.ティーチングスキル「傾聴」

ティーチング効果を最大化するための傾聴の仕方
について学ぶ

4.ティーチングスキル「伝え方」

ティーチング効果を最大化するための伝え方
について学び、トレーニングを実施

ティーチング研修 実施フロー
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5.ティーチングスキル「質問」

ティーチング効果を最大化するための質問の仕方
について学び、トレーニングを実施

ティーチング研修 実施フロー

※各単元落とし込み
各単元ごとに学びを実践につなげるための
落とし込みを実施
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